




要約：本研究班は、小児期、特に幼児期からの成人病予防を行う上で、危険因子の検出方

法及び予防対策に関してどのような効果的なシステムが開発できるかを探求することを主

眼とするものである。そのためにはまず幼児期における現状把握が必要である。結論とし

ては、幼児期においても成人病危険因子として肥満、高脂血症、血圧高値の諸因子を有す

る場合が多く、早期発見予防を希望する家族に対して、十分に期待されるような生活指導

が可能であると考えられた。この際、母親教育は幼児期からの成人病予防にとって極めて

重要であることが解明された。また今後の課題として、このような健診の意義を明らかに

するために、長期の縦断的な調査やフォローアップのためのシステム作りが必要と考えら

れた。 


